
このたびは当社製品をお買いあげいただき、まことにありがとうございました。

本製品を正しく御理解いただくために、この説明書をよくお読みください。

製品破損による人への被害・物的損害が想定されますので、下記事項を厳守してください。

取付・取扱説明書

施工終了後、施主様に

本説明書をお渡しください。

施工される方へのお願い

●ここに示した注意事項は、商品の性能・機能および強度や安全性を確保する上での重要な内容です。

施工にあたって必ずお守りください。

注 意

〈施工上の注意事項〉

１）当製品は、一般従来工法、2×4工法などの木造専用です。

鉄骨・ALC・RCなどの躯体には取付けないでください。

2）取付け前に必ず、建築図面で柱、間柱の位置や寸法、外壁材、下地材の厚さ等を確認してください。

また、取付けねじ位置に柱があることを確認してください。

3）外壁の厚み（外壁外面から柱まで）42mm未満であることを確認してください。

42mm以上ある場合は、取付けねじが柱に十分に効かせることができないため、取付けできません。

柱へのねじ込み深さは、30mm以上確保してください。

4）外壁、取付け面に著しい凹凸がある場合は、取付できません。

5）通気工法の場合、取付け部に胴縁があることを確認してください。

6）外壁の下穴は、柱のある部分にあけてください。

なお、柱まであけないでください。

7）下穴には必ず、コーキング剤を充てんしてください。

漏水の原因となります。

8）面格子取付け後、がたつきがないことを確認してください。

9）防犯性能を確保するため、躯体への取付けねじは、施工後必ず、ねじ頭の十字穴を削ってください。

搬入後、正しく施工していただくため、必ず本説明書を商品に添えて取付施工者の方へお渡しください。

施主様へのお願い

1）製品に荷重をかけたり、はしごをかけたりしないでください。

落下、破損、変形の原因になります。

2）ステンレスは、耐食性に優れた金属ですが、錆びないという金属ではありません。

使用条件や環境により、錆びることがあります。

特に、海岸地帯や、工業地帯、線路わきなど、環境が厳しい場所では、錆びが発生する恐れがあります。

ステンレス本来の美観を維持するためには、日頃からのお手入れが必要です。

3）お手入れ方法

水でぬらした布、またはスポンジで汚れを拭き取ります。

特に汚れがひどい場合は、中性洗剤を薄めた液で汚れを落とした後、水洗いします。

最後に、かたく絞ったやわらかい布、またはスポンジで拭き取ります。

高強度ステンレス製面格子

ガードロック



取付け部品一覧

基本寸法1

12個入 4個入 4個入 4個入

ブラケットカバー

※図は、XT2-TK06903（格子面サイズ W870×D100×H430）を記載）

※格子面サイズ W1690 以上（特注サイズ W1295 以上）の横格子タイプは、

格子面中心に縦桟が入ります。

M4袋ナットM4×8 ワンウェイネジφ5.1×75木ネジ

格子面サイズ H430～H1030

格子面サイズ H1230～H1430

部品名称

18個入 6個入 6個入 6個入



下穴の加工2

下図を参照し、商品の格子面寸法に従って、外壁に下穴（φ4.5）をあけます。

※下穴は、柱まであけないでください。

※下穴には、必ずコーキング剤を充てんしてください。

※図は、XT2-TK06903（格子面サイズ W870×D100×H430）を記載）

※図は、XT2-TK06911（格子面サイズ W870×D100×H1230）を記載）

ブラケット 4個仕様の場合（H1100 未満）

ブラケット 6個仕様の場合（H1100 以上）



面格子本体の取付け3

・取付けネジ（φ5.1×75木ネジ）で、ブラケット

と柱を固定します。

H1100 未満 ： 4ヶ所

H1100 以上 ： 6ヶ所

・確実に取付けされているか確認の後、必ず

ネジ頭の十字穴を削ってください。

面格子本体の取付け4

取付けネジ（φ5.1×75木ネジ）

ブラケットブラケットカバー

M4×8 ワンサイドネジ

・ブラケットカバーをスライドさせて、ブラケットに

取付けます。

・M4×8 ワンサイドネジでブラケットカバーを

ブラケットに固定します。

H1100 未満 ： 4ヶ所

H1100 以上 ： 6ヶ所

面格子本体の取付け5

・M4×8 ワンサイドネジの先端に M4 袋ナット

を固定し、取付けは終了となります。

H1100 未満 ： 4ヶ所

H1100 以上 ： 6ヶ所

ブラケットカバー

M4 袋ナット

M4×8 ワンサイドネジ

ブラケット


